
県
立
農
業
技
術
大
学

校
は
２
月
４
日
、庄
原
市

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

卒
業
論
文
公
開
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。２
年
生

29
人
の
代
表
５
人
が
、研

究
成
果
を
10
分
の
持
ち

時
間
で
発
表
。
栽
培
や

経
営
に
役
立
て
よ
う
と
、

農
業
者
や
農
業
高
校
生
、

行
政
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員

ら
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

佐
々
木
柊
さ
ん
は
、タ

マ
ネ
ギ
直
播
栽
培
の
品
種

と
播
種
時
期
の
違
い
に
よ

る
生
育
と
収
量
を
研
究

し
ま
し
た
。２
品
種
を
９
～

‌

11
月
に
２
週
間
毎
に
４
回
播
き
、９
月

に
播
種
し
11
月
に
移
植
し
た
慣
行
区
と
生
育
や
収
量
、環
境
を
比

較
。雨
量
や
気
温
に
も
よ
る
が
、播
種
量
を
調
整
し
て
９
月
下
旬
～

10
月
上
旬
ま
で
に
直
播
す
れ
ば
、一
定
の
収
量
が
期
待
で
き
る
と

報
告
し
ま
し
た
。

菊
本
陶
生
さ
ん
は
、送
風
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
葉
面
散
布
が
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
葉
先
枯
れ
の
抑
制
に
効
果
が
あ
る
か
実
証
し

ま
し
た
。対
象
区
と
試
験
区
で
２
品
種
を
栽
培
し
、慣
行
の
カ
ル

シ
ウ
ム
散
布
の
他
に
、県
の
報
告
す
る
幼
苗
期
か
ら
着
蕾
期
の

成
長
点
へ
の
送
風
が
葉
先
枯
症
の
抑
制
に
高
い
効
果
が
あ
る
―

と
ま
と
め
ま
し
た
。

西
森
晋
補
校
長
は｢

本
校
教
育
の
基
本
は
、農
場
実
習
と
飼
養

管
理
実
習
を
中
心
と
し
た
実
践
教
育
。卒
業
論
文
を
地
域
農
業

の
活
性
化
や
経
営
改
善
に
役
立
て
て
ほ
し
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
東
城
支
店
ふ
れ
あ
い
委
員
会
は
２
月
13
日
、同
支
店
で
開
催

さ
れ
た「
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」で
料
理
講
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

女
性
部
員
や
地
域
住
民
ら
約
20
人
が
参
加
し
、時
短
調
理
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

料
理
講
習
会
で
は
、㈱
ヨ
シ
ノ
の
協
力
の
も
と
、調
理
器
具
や
素

材
の
味
を
活
か
し
た
時
短
料
理
を
実
演
。
参
加
者
は
、鍋
の
確
認
や

試
食
な
ど
で
積
極
的
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
で
は
、地
元
の
産
直
市「
東
城
き
ん
さ
い
市
」の
新
鮮
野

菜
や
地
元
産
た
ま
ご
、手
作
り
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
を
販
売
し
、同
委

員
会
は
コ
ー
ヒ
ー
を
振
舞
い
ま
し
た
。
来
場
者
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
な
い
ま
し
た
。

板
倉
恭
子
支
店
長
は「
利
用
者
や
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
強
化

に
向
け
、興
味
や
関
心
の
高
い
企
画
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

甲
奴
郡
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会
は
１
月
30
日
、神
石
高
原
町
で

出
荷
反
省
会
を
行
な
い
ま
し
た
。生
産
者
や
広
島
県
農
業
技
術
指
導

所
、Ｊ
Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
な
ど
16
人
が
参
加
。昨
年
の
出
荷
販
売
実
績

と
気
象
状
況
を
振
り
返
り
、か
ん
水
や
防
除
、高
温
対
策
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
は
令
和
７
年
度
か
ら
取
り
組
む
、広
島
ア
ス
パ
ラ
選
果

場
の
規
格
見
直
し
の
効
果
と
販
売
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

県
農
業
技
術
指
導
所
は
、令
和
８
年
産
の
増
収
に
向
け
た
適
正
な
か

ん
水
量
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、褐
斑
病
や
茎
枯
病
な
ど
の
効
果
的
な
防
除

方
法
、高
温
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。参
加
者
は
防
除
暦
や
生
産
資

材
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

実
践
の
日
々
集
大
成

２
年
生
代
表
が
卒
論
発
表

料
理
講
習
会
を
初
企
画　
「
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」
に
合
わ
せ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
良
品
生
産
へ　

高
温
対
策
な
ど
の
情
報
を
共
有

▲�まとめた研究成果を発表する学生

▲�講習会に参加する来場者▲�高温対策などを学ぶ生産者

庄原地域
庄原トピックス地域の情報をお届け！
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●
防
霜
対
策

５
月
連
休
明
け
ま
で
は
、
霜
の
被
害
を

受
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

霜
注
意
報
な
ど
の
気
象
予
報
に
注
意
し
、

よ
く
晴
れ
た
日
の
夜
や
深
夜
か
ら
朝
方
に

か
け
気
温
が
４
℃
以
下
の
時
に
は
降
霜
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
保
温
シ
ー
ト
の
被
覆

や
ス
ト
ー
ブ
等
に
よ
る
加
温
に
よ
っ
て
被

害
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

育
苗
の
段
階
で
霜
害
が
発
生
し
た
場
合
、

日
光
が
当
た
る
前
に
散
水
し
、
寒
冷
紗

で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。
田
植
え
後
の
圃

場
で
は
、
普
段
よ
り
深
水
に
し
被
害
を

防
い
で
く
だ
さ
い
。

●
箱
施
用
材

い
も
ち
病
・
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ

ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
・
ウ
ン
カ
の
防
除
に
箱

施
用
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
前

に
は
注
意
書
き
を
確
認
し
、
使
用
量
を
厳

守
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
、
除
草
剤
と
の
誤
使
用
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

除
草
剤
の
効
果
は
使
用
時
期
や
水
管
理

に
よ
っ
て
大
き
く
差
が
出
ま
す
。
特
に
気

温
が
高
い
と
雑
草
の
発
生
が
早
ま
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
の
有
効
成
分

を
雑
草
に
十
分
吸
着
さ

せ
る
た
め
に
、
整
地
・

代
か
き
を
均
平
に
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

散
布
時
は
十
分
水
を

溜
め
、
散
布
後
少
な
く

と
も
３
～
４
日
間
は
５

㎝
程
度
の
湛
水
状
態
を

保
ち
、
落
水
・
掛
け
流

し
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
初
期
除
草
剤
の
使
用
上

の
注
意
】

初
期
除
草
剤
の
使
用

時
期
の
多
く
は
植
代
後

～
移
植
前
７
日
ま
た
は

移
植
後
～
ノ
ビ
エ
１
葉

期
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
植
前
の
使
用
は
田
植

え
日
に
含
み
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
管
理

田
植
え
後
１
週
間
は
深
水
（
５
㎝
程
度
）

に
し
て
、
水
温
を
高
め
て
初
期
生
育
を
促

し
、
活
着
後
は
浅
水
管
理
を
し
て
分
け
つ

を
促
進
し
ま
す
。
た
だ
し
気
温
の
下
が
る

日
に
は
、
深
水
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ガ
ス
が
湧
く
水
田
は
間
断
灌
が

い
し
、
ガ
ス
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

●
施
　
肥

本
田
へ
の
肥
料
に
つ
い
て
は
『
Ｊ
Ａ
ひ

ろ
し
ま
庄
原
地
域
水
稲
栽
培
ご
よ
み
』
の

施
肥
設
計
を
参
考
に
し
、
施
用
量
を
確
認

し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
産

　
米
栽
培
管
理
履
歴
記
帳
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
産
の
稲
作
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
も
「
令
和
８
年
産
水
稲
肥
料
・

農
薬
予
約
注
文
書
」
に
「
令
和
８
年
産

米
栽
培
管
理
記
録
台
帳
」
を
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
栽
培
履
歴
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

植　代 田植え日
4/26 4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3
7日前 6日前 5日前 4日前 3日前 2日前 1日前 0日前

※�最近は植代を行ない早めに田植えをされることも多いので、その場合は田植え直後
の使用をお勧めします。

↑ここが最短です

例

5㎝ 3㎝

5月
5 10 15 20 25

月
日

作
業・時
期

水
位

ポ
イ
ン
ト

活
着
期

田
植
え

①田植え後→１週間、深水（5㎝位）にし、水温を高め初期生育を促します。
②活着後→浅水管理をして、分けつを促進します。
※気温の下がる日には深水管理をしましょう。
　ガスの湧く水田は間断灌がいをし、ガス抜きをしましょう。

田植えから活着期までの水管理

田植え後
田植え後は活着をよく

するために、深水管理をし
発根を早め、活着を促進さ
せます。

田植え10日後
（活着後）の水管理
活着後は水温・地温
上昇のため浅水管理
を行ない、水温20℃を
目標としましょう。

深水管理 浅水管理

水　稲

庄
原
中
央
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

堀
江　
元
通

庄原地域

なるほどえ～のぅ!営農情報
詳しくは最寄りの
アグリセンター・
JAグリーン・資材店
にお問い合せください。
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～
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト

�

の
栽
培
～

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
南

ア
フ
リ
カ
の
ナ
ミ
ブ
砂
漠

と
い
っ
た
乾
燥
地
帯
原
産

の
野
菜
で
す
。
原
産
地
で

は
日
本
で
い
う
ほ
う
れ
ん

草
の
よ
う
な
葉
物
野
菜
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

葉
の
表
面
は
水
滴
の
よ

う
な
塩
の
結
晶
に
覆
わ
れ

て
お
り
、
プ
チ
プ
チ
と
し

た
食
感
や
薄
い
塩
味
が
す

る
他
と
は
異
な
る
不
思
議

な
野
菜
で
す
。

生
食
は
も
ち
ろ
ん
、
お

浸
し
や
天
ぷ
ら
な
ど
で
も
楽
し
め
る
ア
イ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
栽
培
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

●
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
特
徴

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
種
か
ら
で
も
育
て

や
す
く
、
家
庭
菜
園
初
心
者
に
も
適
し
て

い
ま
す
。
発
芽
率
も
比
較
的
高
く
、
管
理

次
第
で
し
っ
か
り
と
育
っ
て
く
れ
る
た
め
、

初
め
て
の
栽
培
に
も
ぴ
っ
た
り
の
野
菜

で
す
。

＜
栽
培
管
理＞

●
播
種
・
育
苗

春
蒔
き
の
播
種
時
期
は
４
～
５
月
中
旬

ご
ろ
に
な
り
ま
す
。
直
播
も
可
能
で
す
が
、

ポ
ッ
ト
育
苗
を
行
な
う
と
温
度
管
理
や
間

引
き
が
容
易
で
す
。
発
芽
適
温
は
20
℃
前

後
で
す
の
で
、
播
種
時
期
の
気
温
が
低
い

場
合
は
日
当
た
り
が
良
い
場
所
で
管
理
し

て
く
だ
さ
い
。

●
間
引
き

発
芽
後
は
２
本
立
て
、
本
葉
３
～
４
枚

ご
ろ
に
１
本
立
て
に
し
ま
す
。

●
プ
ラ
ン
タ
ー
の
準
備

標
準
タ
イ
プ
（
幅
65
×
奥
行
20
×
高
さ

20
㎝
ほ
ど
）
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
用
し
ま

す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
行
な
う
際
に
は
、

準
備
が
容
易
な
基
肥
入
り
の
園
芸
用
培
養

土
（
Ｊ
Ａ
の
土
な
ど
）
を
そ
の
ま
ま
ご
使

用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

畑
の
土
を
使
用
す
る
場
合
は
10
ℓ
当
た

り
に
堆
肥
や
腐
葉
土
を
２
・
５
ℓ
、化
成
肥

料
と
苦
土
石
灰
を
10
～
20
ｇ
を
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
定
　
植

本
葉
５
～
６
枚
、
草
丈
が
10
㎝
程
度
に

な
れ
ば
、
株
間
を
20‌

～

‌

30‌

㎝
あ
け
て
定
植

し
ま
す
。
葉
が
と
て
も
や
わ
ら
か
い
の
で

葉
を
傷
め
な
い
よ
う
に
慎
重
に
ポ
ッ
ト
か

ら
取
り
出
し
ま
す
。

●
追
　
肥

定
植
２
週
間
後
か
ら
化
成
肥
料
を
２
～

３‌

ｇ
ほ
ど
株
元
に
施
肥
し
ま
す
。
最
初
の

追
肥
か
ら
１
週
間
ご
と
に
同
量
の
追
肥
を

行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
本
葉
６
～
７
枚
ご
ろ
か
ら
塩
分

濃
度
１
～
2
％
ほ
ど
の
塩
水
を
施
用
し
ま

す
。
収
穫
開
始
前
は
２
週
間
に
１
度
、
開

始
後
は
１
週
間
に
１
度
の
頻
度
で
施
用
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
塩
味
の
あ
る
葉
を

収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

塩
水
は
水
１
ℓ
に
対
し
て
塩
大
さ
じ
１

の
濃
度
を
目
安
に
し
ま
す
。

●
収
　
穫

定
植
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
で
収
穫
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
軸
か
ら
大
き
く

伸
び
た
葉
や
側
枝
の
先
端
か
ら
２
～
３
枚

ほ
ど
葉
が
つ
い
た
状
態
で
付
け
根
か
ら
収

穫
し
ま
す
。
わ
き
芽
が
伸
び
る
た
め
、
繰

り
返
し
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
花

が
咲
く
と
枯
れ
て
し
ま
う
た
め
、
花
芽
が

見
え
る
際
は
摘
み
取
り
ま
す
。

家庭菜園

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

○：播種　△：定植　■：収穫

庄
原
東
部
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

横
山　
光
亮

庄原地域
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ＪＡグループ広島
広島県産柑橘果汁入り 愛飲運動　広島県では、毎年多くの農

作業事故が発生しています。
万が一の農作業事故に備え、
対策が必要です。
　次の条件のいずれかに該
当する個人、法人が加入でき
ます。

　加入条件などが異なりますので、詳しくは営農販売課
（電話０８２４-７２-５６５４）へお問い合わせください。

●特定農作業従事者の方
●指定農業機械作業従事者の方
●中小事業主の方

日　付 会　場

７日（木） 庄原支店

12日（火） 比婆西城支店

14日（木） 庄原支店

19日（火） 比和支店

21日（木） 庄原支店

26日（火） 小奴可支店

28日（木） 庄原支店

  開催時間  　10：00〜15：30

５月

春の農繁期春の農繁期  対応のお知らせ

　　春の農繁期になりました。春の農繁期になりました。
今年もひろしま柑橘ジュースで今年もひろしま柑橘ジュースで
水分補給をしましょう！水分補給をしましょう！

定 番
藻塩はっさく水藻塩はっさく水
（清涼飲料水）（清涼飲料水）
広島県産のはっさくと広島県産のはっさくと
海人の藻塩を使用海人の藻塩を使用

藻塩レモン水藻塩レモン水
（清涼飲料水）（清涼飲料水）
広島県産のレモンと広島県産のレモンと
海人の藻塩を使用海人の藻塩を使用

柑橘果汁入り バラエティセット（瓶）柑橘果汁入り バラエティセット（瓶）
注文は各支店・生活店舗までお願いします。注文は各支店・生活店舗までお願いします。

の
年
金
相
談
会
日
程

東部・北部アグリセンター
各資材店

（甲奴・総領支店の生産資材店舗は除く）

５月２日（土）と５月９日（土）は午後５時まで営業します。

各農機センター
４月１８日（土）～５月１０日（日）
まで毎週土曜・日曜・祝日も営
業します。

ＪＡグリーン庄原
ＪＡグリーン甲奴
通常通り営業します。
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